
                                          
 

  
 
 
 
 
 
 
 
  

（
こ
ま
て
い 

し
ま
い
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

本
名 

渡
辺
周
介 

平
成
二
十
三
年(

工)

卒
。 

東
大
落
語
会
の
武
闘
派
最
年
少
。
近
頃
め
っ
き
り
体
型
が
中
年
に
近
づ 

い
て
き
ま
し
た
が
、
い
ま
だ
に
諸
先
輩
か
ら
は
現
役
生
に
間
違
え
ら
れ 

ま
す
。
冨
士
の
山
奥
か
ら
の
参
加
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

落
語
の
中
で
も
一
、二
を
争
う
動
き
の
あ
る
高
座
。 

ま
だ
ま
だ
若
い
つ
も
り
の
体
力
で
暴
れ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

（
あ
い
し
て
い 

ち
ょ
う
だ
い
） 

本
名 

家
富
恒
志
。昭
和
四
十
年（
法
）卒
。 

学
生
時
代
は
三
代
目
小
圓
朝
師
匠
に
師
事
。
当
落
語
会
に
は
初
回
か
ら

十
六
回
連
続
出
場
。と
う
と
う
出
場
者
中
最
年
長
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

後
期
高
齢
者
に
な
り
、
ど
忘
れ
が
心
配
。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 

町
内
の
若
い
衆
が
打
ち
揃
っ
て
吉
原
に
遊
び
に

行
く
。
与
太
郎
も
、
そ
の
仲
間
に
入
れ
て
も
ら
い
同
行
す
る
が
、
ど
う

い
う
訳
か
、
与
太
郎
が
一
番
も
て
て
し
ま
う
。
何
故
か
？
そ
の
訳
は
？  

（
し
ん
か
て
い 

え
ん
ま
ん
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

本
名 

鞠
子
公
男
。昭
和
四
十
一
年(

法
）卒
。 

半
世
紀
前
、友
人
の
結
婚
式
の
披
露
宴
で
余
興
を
演
じ
る
こ
と
に
な
り
、

爾
来
、
落
語
は
私
に
と
っ
て
人
間
関
係
を
豊
か
に
す
る
潤
滑
油
で
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

茶
店
で
一
瞬
だ
け
出
会
っ
た
若
旦
那
と
お
嬢
さ
ん

が
共
に
恋
煩
い
に
陥
っ
た
た
め
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
出
入
り
の
者
が
相
手

方
を
探
す
と
い
う
筋
立
て
。
そ
の
歌
が
題
材
に
な
っ
て
い
る
が
、
保
元

の
乱
で
讃
岐
に
流
さ
れ
た
崇
徳
上
皇
の
史
実
に
触
れ
る
も
の
で
は
な
い
。  

（
と
う
ち
ゅ
う
て
い 

ど
て
ち
ん
） 

本
名 

荒
瀬
寛 

平
成
十
三
年
（
文
）
卒
。 

前
の
週
（
十
月
八
日
・
九
日
）
に
大
阪
池
田
市
の
社
会
人
落
語
日
本

一
選
手
権
に
今
日
と
同
じ
ネ
タ
の
「
し
っ
く
す
せ
ん
す
」
で
出
場
し
て

い
る
は
ず
で
す
。
結
果
は
高
座
で
！
？ 

 
 
 
 
 
 
 
 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

立
川
吉
笑
著
『
現
在
落
語
論
』
に
感
化
さ

れ
て
、
吉
笑
さ
ん
の
「
擬
古
典
」
と
「
ギ
ミ
ッ
ク
と
ロ
ジ
ッ
ク
」
の
ス

タ
イ
ル
を
真
似
て
作
っ
て
み
た
自
作
の
新
作
落
語
で
す 

（
ら
ん
て
い 
ば
あ
す
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

本
名 

佐
野
智
。
平
成
十
四
年
（
理
）
卒
。 

阪
神
フ
ァ
ン
で
す
。
普
段
は
、
宇
宙
開
発
の
仕
事
に
勤
し
み
、
初
参
加 

で
す
。
そ
の
勤
し
ん
だ
成
果
を
今
日
は
発
揮
な
る
か
！
？ 

今
年
他
界
さ
れ
た
講
談
師 

神
田
陽
司

師
匠
を
追
悼
し
て
、
師
匠
の
新
作
講
談
を
復
刻
！
遥
か
彼
方
の
小
惑
星

イ
ト
カ
ワ
か
ら
岩
石
サ
ン
プ
ル
を
持
ち
帰
る
と
い
う
、
世
界
初
の
ミ
ッ

シ
ョ
ン
に
挑
ん
だ
「
は
や
ぶ
さ
」
の
軌
跡
。 

（
お
や 

ま
あ
） 

本
名 

佐
藤
弘
毅 

平
成
六
年
（
法
）
卒
。 

四
十
代
半
ば
に
な
り
ま
す
が
、
こ
こ
で
は
ま
だ
ま
だ
若
手
で
…
。 

お
後
お
目
当
て
お
楽
し
み
に
お
付
き
合
い
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
。 

 
 
 
 
 
 
 

昨
年
は
『
あ
く
び
指
南
』
、
「
退
屈
で
退
屈
で
」
は

な
か
っ
た
で
し
ょ
う
か
。
皆
様
方
は
、
退
屈
に
な
ら
な
い
、
何
か
御
趣

味
を
お
持
ち
で
し
ょ
う
か
。今
回
は
囲
碁
に
は
ま
っ
た
二
人
の
噺
で
す
。  

（
な
ん
や 

お
ま
え
） 

本
名 

能
美
吉
貴
。
平
成
三
年
（
法
）
卒
。 

銀
行
員
生
活
も
二
十
年
を
越
え
ま
し
た
が
、
役
職
は
至
っ
て
軽
く
、
妻

の
「
Ｐ
Ｔ
Ａ
○
○
支
部
・
部
長
」
の
大
き
さ
に
圧
倒
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

二
年
ぶ
り
に
、
「
イ
チ
ロ
ー
」
ブ
ー
ム

に
の
っ
か
り
新
作
で
勝
負
し
ま
す
！
「
第
三
者
の
厳
し
い
公
正
な
目
」

で
ご
覧
頂
き
、
万
一
、
面
白
け
れ
ば
、
み
な
さ
ま
の
ブ
ロ
グ
等
で
取
り

上
げ
て
頂
け
れ
ば
本
当
に
嬉
し
い
で
す 

午
後
三
時
頃 

最
期 

殺
し
屋 

南
家 

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
、
演
目
解
説 

 

演 

目 
 

午
前
十
一
時
開
演 

午
後
五
時
終
演
予
定 

午
後
一
時
頃 

粗
忽
長
屋 

和
朗
亭 

南 

坊
（
首
藤
） 

錦
の
袈
裟 

於
家 

 

馬
亜 

 

真
田
小
僧 

蜘
蛛
駕
籠 

バ
ル
ク
亭 

源 

内
（
平
賀
） 

馬 

亜
（
佐
藤
） 

於 

家 

  

船
弁
慶 

信
加
亭 

 
艶 

満
（
鞠
子
） 

 

錦
の
袈
裟 

晴
れ
る
家 

き
り
す
と
（
駒
形
） 

 

妾
馬 

乱
亭 

 

馬
明
日
（
佐
野
） 

 

笠
碁 

し
っく
す
せ
ん
す 

乱
亭 

大 

奥
（
正
） 

 

宮 

亭 

 

死
神 

何 

亭 

骨 

太
（
加
藤
） 

 

し
っく
す 

東
中
亭 
ど
テ
珍
（
荒
瀬
） 

 

愛
子
亭 

 

朝 

大
（
家
富
） 

 
風
呂
家 

さ
ん
助
（
藤
井
） 

 

崇
徳
院 

は
や
ぶ
さ
の
最
期 

春
風
家 

目
留
変
（
萩
原
） 

 

短
命 

反
対
俥 

駒 

亭 

志 

舞
（
渡
辺
） 

 

駒
亭 

志
舞 

反
対
俥 

崇
徳
院 

相 

亭 

  

不 

撰
（
大
塚
） 

愛
子
亭 

朝
大 

東
中
亭 

ど
テ
珍 

信
加
亭 

 

艶
満 

 

御
前 

吉 

殺
し
屋
イ
チ
ロ
ー 

 

三
井
の
大
黒 

は
や
ぶ
さ
の 

せ
ん
す 

笠
碁 

南
家 

御 

前
（
能
美
） 

吉 

イ
チ
ロ
ー 

馬
明
日 



（
は
る
か
ぜ
や 

め
る
へ
ん
） 

本
名 

萩
原
貞
臣
。昭
和
六
十
二
年(

文)

卒
。 

夏
休
み
に
黒
部
ダ
ム
へ
。
何
よ
り
嬉
し
か
っ
た
の
は
中
学
生
の
息
子
が

家
族
旅
行
に
付
き
合
っ
て
く
れ
た
こ
と
。
こ
れ
が
最
後
か
な
あ
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

落
語
の
演
目
で
し
ば
し
ば
目
に
す
る
「
粗
忽
」

と
い
う
単
語
。
広
辞
苑
に
よ
れ
ば
「
あ
わ
た
だ
し
い
こ
と
」
で
す
が
、

こ
の
噺
の
主
人
公
は
猛
烈
に
思
い
込
み
の
強
い
人
の
よ
う
な
。 

（
な
ん
て
い 

こ
っ
た
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

本
名 
加
藤
直
也
。昭
和
五
十
八
年（
文
）卒
。 

こ
の
夏
か
ら
職
場
も
改
ま
り
、
心
機
一
転
。
久
し
ぶ
り
の
高
座
で
す
。

皆
さ
ま
に
今
年
も
笑
門
来
福
が
ご
ざ
い
ま
す
よ
う
、
明
る
く
ま
っ
す
ぐ

一
所
懸
命
、
相
つ
と
め
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 

金
の
工
面
が
出
来
ず
に
死
の
う
と
思
い
定
め
た
男
に
、

救
い
の
手
を
差
し
伸
べ
て
来
た
の
は
、
何
と
死
神
だ
っ
た
。
死
神
が
伝

授
し
て
く
れ
た
金
儲
け
の
妙
案
と
は
？
そ
し
て
男
の
運
命
は
？  

 
 
 
 
 
 
 
 
  

（
あ
い
て
い 

え
ら
ば
ず
） 

本
名 

大
塚
幸
雄
。
昭
和
五
十
二
年(

農)
卒
。 

最
近
、
妻
が
所
属
す
る
神
楽
坂
の
阿
波
踊
り
連
に
入
っ
て
、
篠
笛
を
始

め
ま
し
た
。
笛
の
仲
間
は
若
い
女
性
ば
か
り
、
練
習
の
度
に
若
返
る
よ

う
な
気
が
し
て
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 

高
校
の
学
園
祭
の
時
、
杉
並
公
会
堂
で
全
校
生
徒
を

前
に
や
っ
た
ネ
タ
。
生
徒
も
笑
っ
た
け
ど
、
実
は
一
番
受
け
て
い
た
の

は
先
生
た
ち
で
し
た
。  

（
は
れ
る
や 

き
り
す
と
） 

 
 

本
名 

駒
形
康
吉
。
昭
和
四
十
九
年(

工
） 

新
し
い
噺
を
覚
え
る
の
に
四
苦
八
苦
。
軽
さ
が
魅
力
の
こ
の
噺
が
べ
た

べ
た
に
な
っ
た
ら
歳
の
せ
い
？
開
き
直
る
の
は
年
々
上
手
く
な
っ
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

江
戸
の
境
の
六
郷
の
渡
し
。
駕
籠
屋
が
往
来
を

通
る
人
に
次
々
に
声
を
掛
け
て
乗
っ
て
も
ら
お
う
と
し
て
い
る
だ
け
の

何
て
こ
と
な
い
噺
な
の
で
す
が
、
今
の
時
代
に
は
な
く
な
っ
て
し
ま
っ

た
人
間
の
や
り
と
り
が
何
と
も
楽
し
い
。  

                 

 

（
わ
ろ
う
て
い 

な
ん
ぼ
う
） 

本
名 

首
藤
龍
廣
。
昭
和
五
十
九
年
（
文
）
卒 

今
年
は
芸
の
幅
を
広
げ
た
い
と
思
い
ま
し
て
、
米
朝
さ
ん
が
や
ら
な
か

っ
た
ネ
タ
に
挑
戦
い
た
し
ま
す
。 

「
雷
の
お
松
」
の
異
名
を
取
る
女
房
の
尻
に
敷
か
れ

る
喜
六
、
悪
友
の
清
八
の
機
転
で
、
女
房
を
誤
魔
化
し
て
船
遊
び
に
繰

り
出
す
が
・
・
・
。
大
阪
の
夏
の
風
情
が
漂
う
中
に
勃
発
す
る
大
騒
動
、

結
末
は
聞
い
て
の
お
楽
し
み
。 

（
ば
る
く
て
い 

げ
ん
な
い
） 

本
名 

平
賀
英
一
。
昭
和
四
十
七
年(

文)

卒
。 

船
大
工
の
帳
場
預
か
る
番
頭
稼
業
も
は
や
十
年
の
演
者
。
仲
間
に
刺
激

さ
れ
大
ネ
タ
を
出
し
ま
す
。
聞
く
お
客
様
が
大
変
で
す
が
、
そ
こ
は
寝

床
の
世
界
に
引
き
込
ま
れ
た
、
と
ご
覚
悟
を
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

左
甚
五
郎
伝
を
四
十
何
年
ぶ
り
に
演
り
ま
す
。

住
友
系
の
船
大
工
の
番
頭
が
三
井
家
の
話
を
し
て
良
い
の
か
？ 

ま
、

最
近
は
三
井
と
住
友
が
く
っ
つ
い
た
大
店
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
容
赦
を
。  

（
き
ゅ
う
て
い 

お
お
お
く
） 

本
名 

正
國
彦
。
昭
和
五
十
三
年
（
法
）
卒
。 

弁
護
士
を
し
て
い
ま
す
。
毎
年
こ
の
会
に
出
さ
せ
て
頂
い
て
ま
す
。
今

年
は
某
放
送
局
の
大
河
ド
ラ
マ
に
ち
な
ん
で
の
お
噺
で
ご
機
嫌
を
伺
い

ま
す
。
憎
め
な
い
子
供
を
自
身
の
孫
だ
と
思
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
。 

息
子
の
悪
知
恵
に
ま
ん
ま
と
こ
ず
か
い
を
せ
し

め
ら
れ
た
父
親
。
そ
ん
な
息
子
を
真
田
幸
村
の
幼
い
こ
ろ
の
逸
話
を
持

ち
出
し
て
比
較
す
る
と
、
そ
こ
に
ま
た
息
子
が
現
れ
て
・
・
・ 

（
ふ
ろ
や 

さ
ん
す
け
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

本
名 
藤
井
隆
。
昭
和
四
十
七
年
（
文
）
卒
。 

自
称｢

武
闘
派
中
興
の
祖｣

も
、前
期
高
齢
者
の
仲
間
入
り
、｢

学
究
の
道｣

に
目
覚
め
、
自
分
の
噺
を
や
た
ら
解
説
し
た
が
る
癖
が
付
き
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
(

め
か
う
ま)

と
読
み
ま
す
。そ
の
噺
の
前
段
部
分
で「
八

五
郎
出
世
」
と
題
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
円
生
が
「
落
語
は
笑
い

だ
け
で
な
く
涙
も
大
事
」
と
悟
っ
た
と
い
う
噺
に
挑
戦
し
ま
す
。 

主
催 

東
大
落
語
会 

共
催 

東
大
校
友
会 

後
援 

東
京
大
学 

地
下
鉄 

丸
の
内
線
・
大
江
戸
線 

本
郷
三
丁
目
駅
下
車 

 
 
 
  

南
北
線 

東
大
前
駅
下
車 

平
成 

二
十
八 

年 

十 

月 

十
五 

日
（
土
） 

 

午
前 

十
一
時 

～ 

午
後 

五 

時  

と 

き 

と
こ
ろ 

東
大
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
イ 

 

本
郷
キ
ャ
ン
パ
ス
・
法
文
一
号
館
二
十
一
番
教
室 

東
大
正
門
入
る
、
安
田
講
堂
手
前
左
、
一
階 

 
 

 

 
 

 

風
呂
家 

短
命 

 

和
朗
亭 

 

南
坊 

 

船
弁
慶 

妾
馬 

第
十
五
回 

 

会 回 

 

木
戸
銭
無
料 

 

（
い
ず
れ
も
徒
歩
八
分
） 

さ
ん
助 

相
亭 

 

家 

不
撰 

バ
ル
ク
亭 

源
内 

三
井
の
大
黒 

粗
忽
長
屋 

 
 

真
田
小
僧 

  

東大ｵﾌｨｼｬﾙｻｲﾄ 東大ホームカミングデイ検索 

死
神 

 晴
れ
る
家 

き
り
す
と 

蜘
蛛
駕
籠 

 
 

春
風
家 

 

家 

目
留
変 

宮
亭 

大
奥 

何
亭 

骨
太 

吉 


